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(57)【要約】
【課題】二列の矢板の内側に投入される中詰材の水底へ
の食込みを抑制すること。
【解決手段】矢板１を互いに向かい合うように二列で設
置する。シート材３は、第一の方向において当該シート
材３の一部が重なるように折り返されるとともに、当該
第一の方向に直交する第二の方向に対して蛇腹状に折ら
れている。シート材３を第二の方向に伸長し、シート材
３の両端をそれぞれ、向かい合うように設置された各々
の矢板１に固定する。
シート材３上の、矢板１に沿った位置に重量物７を置く
ことで、当該シート材３を水底に向かって伸長する。固
定されたシート材３の上に中詰材８を投入する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　矢板を互いに向かい合うように二列で設置する矢板設置工程と、
　設置された二列の前記矢板の内側において水底を覆うシート材を、当該矢板に固定する
シート材固定工程と、
　固定された前記シート材の上に中詰材を投入する中詰材投入工程と
　を備えることを特徴とする構造物の形成方法。
【請求項２】
　前記シート材固定工程において、
　折りたたまれた前記シート材の両端をそれぞれ、向かい合うように設置された各々の前
記矢板に固定する固定工程と、
　折りたたまれた前記シート材を水底に到達するように伸長する伸長工程と
　を備えることを特徴とする請求項１記載の構造物の形成方法。
【請求項３】
　前記シート材は、第一の方向において当該シート材の一部が重なるように折り返される
とともに、当該第一の方向に直交する第二の方向に対して蛇腹状に折られており、
　前記固定工程において、前記シート材を第二の方向に伸長して前記矢板に固定し、
　前記伸長工程において、前記矢板に固定されたシート材を水底に向かって伸長する
　ことを特徴とする請求項２記載の構造物の形成方法。
【請求項４】
　前記伸長工程において、前記シート材上の、前記矢板に沿った位置に重量物を置くこと
で、当該シート材を水底に向かって伸長する
　ことを特徴とする請求項３記載の構造物の形成方法。
【請求項５】
　互いに向かい合うように二列で設置された矢板と、
　設置された二列の前記矢板に固定され、二列の当該矢板の内側において水底を覆うシー
ト材と、
　固定された前記シート材の上に投入された中詰材と
　を備えることを特徴とする構造物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、二重矢板により構造物を形成する技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　特許文献１には、堤防を設置する技術が開示されている。具体的には、水深より長い杭
を水中の左右二列に多数立設し、杭の頂部付近に予め設けられたロープ挿通孔に左右各々
の杭別にロープを挿通する。左右二列の杭の間には、水底に到達する透水性のシートを配
置する。このシートは、左右両側縁部に多数のハトメを備えており、ハトメと左右のロー
プとをそれぞれリングで係止し、左右の杭の間にＵ字状にシートを配置する。そして、Ｕ
字状のシート内に土砂・コンクリート等の重量物を充填する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開昭５０－１４１１３５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　護岸、防波堤、係船岸などの構造物を形成するための工法として、二重矢板工法が知ら
れている。この工法においては、矢板（鋼矢板、鋼管矢板など）を二列に打設し、二列の
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矢板をタイロッドなどの連結材で連結し、二列の矢板の内側に中詰材を投入する。しかし
、水底地盤の表層は軟弱な場合が多いため、投入した中詰材が水底地盤に食い込みやすい
。中詰材の食込み量を予測することは困難なため、中詰材の設計数量の算定にも困難が伴
う。また、設計数量を超える量の中詰材を追加する必要が生じる場合もある。この問題を
解決するための対策の一例として、水底の地盤改良により中詰材の食込みを抑制すること
が考えられる。しかし、この方法では、地盤改良のための機械や資材を用意する必要があ
るため、工費や工期の面で不利である。
　そこで、本発明は、二列の矢板の内側に投入される中詰材の水底への食込みを抑制する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、矢板を互いに向かい合うように二列で設置する矢板設置工程と、設置された
二列の前記矢板の内側において水底を覆うシート材を、当該矢板に固定するシート材固定
工程と、固定された前記シート材の上に中詰材を投入する中詰材投入工程とを備えること
を特徴とする構造物の形成方法を提供する。
　上記の形成方法においては、前記シート材固定工程において、折りたたまれた前記シー
ト材の両端をそれぞれ、向かい合うように設置された各々の前記矢板に固定する固定工程
と、折りたたまれた前記シート材を水底に到達するように伸長する伸長工程とを備えても
よい。
　上記の形成方法においては、前記シート材は、第一の方向において当該シート材の一部
が重なるように折り返されるとともに、当該第一の方向に直交する第二の方向に対して蛇
腹状に折られており、前記固定工程において、前記シート材を第二の方向に伸長して前記
矢板に固定し、前記伸長工程において、前記矢板に固定されたシート材を水底に向かって
伸長してもよい。
　上記の形成方法においては、前記伸長工程において、前記シート材上の、前記矢板に沿
った位置に重量物を置くことで、当該シート材を水底に向かって伸長してもよい。
　また、本発明は、互いに向かい合うように二列で設置された矢板と、設置された二列の
前記矢板に固定され、二列の当該矢板の内側において水底を覆うシート材と、固定された
前記シート材の上に投入された中詰材とを備えることを特徴とする構造物を提供する。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、二列の矢板の内側に投入される中詰材の水底への食込みを抑制するこ
とができる。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】構造物の形成手順を示す図。
【図２】構造物の形成手順を示す図。
【図３】構造物の形成手順を示す図。
【図４】構造物の形成手順を示す図。
【図５】構造物の形成手順を示す図。
【図６】構造物の形成手順を示す図。
【図７】構造物の形成手順を示す図。
【図８】構造物の形成手順を示す図。
【図９】シート材を折りたたむ手順を示す図。
【図１０】シート材を折りたたむ手順を示す図。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明を実施するための形態の一例について説明する。本実施形態は、二重矢板構造の
構造物の形成方法を示すものである。二重矢板構造は、護岸、防波堤、係船岸など、様々
な用途の構造物の形成に用いられるが、いかなる用途の構造物の形成に本発明を適用して
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もよい。
【０００９】
　図１乃至８は、本実施形態に係る二重矢板構造の構造物の形成手順を示す図である。以
下の説明では、構造物の延伸方向に直交する方向を第一の方向とし、構造物の延伸方向を
第二の方向とする。なお、同図では、理解を容易にするために、構造物の延伸方向におけ
る一部の区間のみを図示している。
【００１０】
＜第１ステップ（図１）＞
　最初に、矢板１を互いに向かい合うように二列で設置する（矢板設置工程の一例）。矢
板１は、鋼矢板、鋼管矢板など、いかなる種類の矢板でもよい。矢板１の頂部は、満潮時
の水面よりも高い位置に位置する。なお、図１乃至８では、各々の矢板の列における個々
の矢板の図示は省略し、矢板の列で構成された二つの側壁を図示している。
【００１１】
＜第２ステップ（図２）＞
　次に、矢板１に腹起し２を設置する。図示した例では、腹起し２としてＨ形鋼を用いて
いるが、Ｈ形鋼以外の形鋼や木材などの部材を用いてもよい。腹起し２の設置や後続の作
業を容易にするためには、図示したように腹起し２を水面よりも高い位置に設置すること
が望ましいが、水面よりも低い位置に腹起し２を設置してもよい。また、図示した例では
、二列の矢板１の内側に腹起し２を設置しているが、二列の矢板１の外側に腹起し２を設
置してもよい。
【００１２】
＜第３ステップ（図３）＞
　次に、設置された二列の矢板１の内側に、折りたたまれたシート材３を移動する。シー
ト材３は、設置された二列の矢板１の内側において水底を覆うためのものである。シート
材３は、例えばポリエステルなどで作製された土木シートであるが、透水性を有し、且つ
、中詰材の重量や中詰材との摩擦に耐えうる強度を有するものであればいかなるものでも
よい。
【００１３】
　図９、図１０は、シート材３を折りたたむ手順を示す図である。最初に、第一の方向に
おいてシート材３の一部が重なるようにシート材３が折り返される（図９）。次に、第一
の方向に直交する第二の方向に対して蛇腹状にシート材３が折られる（図１０）。
【００１４】
　図３の説明に戻る。上記のように折りたたまれたシート材３を吊治具４を介して起重機
で吊り上げる。吊治具４は、長手方向を有する鋼材や木材などの部材であり、長手方向に
おける複数の位置でロープ５によりシート材３を吊治具４に括り付ける。吊治具４を起重
機で吊り上げて矢板１の位置に移動させ、吊治具４の長手方向が第一の方向となるように
姿勢を制御しながら、シート材３を二列の矢板１の内側の水面に降ろす。
【００１５】
＜第４ステップ（図４）＞
　次に、シート材３を、矢板１に固定する（シート材固定工程の一例）。シート材固定工
程は、固定工程と伸長工程とを含む。具体的には、折りたたまれたシート材３を第二の方
向に伸長し、シート材３の両端をそれぞれ、向かい合うように設置された各々の矢板１に
固定する（固定工程の一例）。シート材３の第二の方向に延びる二辺に沿う複数の位置に
それぞれロープ６が設けられており、このロープ６を腹起し２に括り付けることによって
、シート材３を矢板１に固定する。この時点では、第一の方向においてシート材３の一部
が重なるようにシート材３が折り返された状態が保たれている。
【００１６】
＜第５ステップ（図５、図６）＞
　次に、折りたたまれたシート材３を水底に到達するように伸長する（伸長工程の一例）
。具体的には、矢板１に固定されたシート材３上の、矢板１に沿った位置に重量物７を置
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くことで、シート材３を水底に向かって伸長する。重量物７は、抑え土嚢など、いかなる
ものでもよい。図５は、シート材３上に重量物７を置く様子を示す図である。図示されて
いるように、シート材３上の矢板１に沿った複数の位置に決められた間隔で重量物７を置
く。図６は、シート材３が水底に到達した様子を示す図である。重力によって重量物７が
水底へ向かって降下するとともに、第一の方向においてシート材３の一部が重なるように
折り返された状態であったシート材３が、第一の方向及び鉛直方向に伸長され、水底に到
達する。重量物７は、水底に接したシート材３上の、矢板１に沿った位置に着底する。こ
うして、重量物７によってシート材３が水底に固定される。さらに、タイロッドなどの連
結材９で矢板を連結する。具体的には、互いに対向する腹起し２と腹起し２の間に連結材
９を架け渡して、連結材９の両端を腹起し２に固定する。連結材９の設置は、シート材３
の水底への伸長と並行して行ってもよく、シート材３の水底への伸長の完了後に行っても
よい。要するに、中詰材８の投入開始前に連結材９が設置されていればよい。なお、二列
の矢板１の外側に腹起し２を設置した場合には、矢板１に連結材９を貫通させて連結材９
の両端を腹起し２に固定する。
【００１７】
＜第６ステップ（図７、図８）＞
　次に、固定されたシート材３の上に中詰材８を投入する（中詰材投入工程の一例）。中
詰材８は、砂、砕石、砂利、固化処理土、浚渫土砂など、いかなるものでもよい。図７は
、中詰材８の初期投入時を示す図である。図８は、中詰材８の投入完了時を示す図である
。中詰材８の投入が完了したならば、当該構造物の用途に応じて、蓋コンクリート、裏込
め、裏埋などを施工する。以上が、本実施形態に係る構造物の形成手順である。
【００１８】
　従来は、二列の矢板によって形成された空間に中詰材が充填されていたため、矢板は、
中詰材の流出を防止する機能を兼ね備えていた。一方、特許文献１で開示された技術では
、矢板は使用されず、二列の杭の間にＵ字形に配置されたシートによって中詰材の流出を
防止するように構成されている。これに対して、本実施形態は、中詰材の流出を防止する
手段である矢板に加えて、中詰材の水底への食込みを抑制するためのシートを備えたもの
である。初期投入時の中詰材の食込み対策が重要であることから、本実施形態では、中詰
材投入前に、矢板の腹起しからロープでシート材を吊るし、このシート材を水底に布設す
る。この構造により、中詰材の水底への食込みがシート材の引張力により抑制される。
【００１９】
　また、本実施形態によれば、シート材が折りたたまれているので、シート材の運搬・設
置時にシート材がコンパクト化される。また、シート材を矢板に固定する作業や、シート
材を伸長する作業が簡易である。また、シート材が矢板に沿って伸長されるから、中詰材
が投入される空間の容量が最大化される。
【００２０】
＜変形例＞
　上記の実施形態を以下のように変形してもよい。
＜変形例１＞
　図９、１０に示した折りたたみの手順は一例に過ぎず、シート材をいかなる状態で二列
の矢板の内側に移動させてもよい。例えば、第一の方向における折り返しを行わずに、第
二の方向に対して蛇腹状に折られた状態で移動させてもよい。あるいは、第二の方向に対
して蛇腹状に折らずに、第一の方向における折り返しのみの状態で移動させてもよい。あ
るいは、第一の方向又は第二の方向に巻かれた状態で移動させてもよい。
【００２１】
＜変形例２＞
　上記の実施形態では、シート材を矢板に固定した後、シート材を水底に到達するように
伸長する例を示したが、シート材を水底に到達するように伸長した後、シート材を矢板に
固定するようにしてもよい。
【００２２】
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＜変形例３＞
　上記の実施形態では、シート材を水底に向かって伸長する手段として、シート材上に重
量物を置く例を示したが、他の手段を用いてもよい。例えば、シート材に錘を縫い付けて
おり、錘の自重でシート材を水中に沈めるようにしてもよい。また、二列の矢板の内側に
潜水士を配置し、潜水士が人力又は機械力を用いてシート材を水底に向かって伸長し、潜
水士が矢板に沿った位置に重量物を置くようにしてもよい。
【符号の説明】
【００２３】
１　矢板、２　腹起し、３　シート材、４　吊治具、５　ロープ、６　ロープ、７　重量
物、８　中詰材、９　連結材

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図１０】
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